
 

『ほっとはあと EXPO in Kyoto』プレ企画 

選ばれる製品を作る!! 

～製品づくりから販売戦略（マーケティング）まで～ 

 

■趣旨 京都府内の各福祉施設では、施設利用者が中心となって「ほっとはあと製品」づくりや印刷、

クリーニングなどのサービス提供に取り組んでいます。京都府社会福祉協議会及び京都ほっ

とはあとセンターでは、これらの京都府内で作られている「ほっとはあと製品」や各種サービス

提供の取り組みを広く発信することで、販路拡大、受注拡大を図るため「ほっとはあと EXPO 

in Kyoto」を協働企画しています。 

     本プレ企画は、選ばれる製品づくりとマーケティングのノウハウを学ぶとともに、「ほっとはあ

と EXPO in Kyoto」の出展方法について説明することを目的に開催します。 

 

＝「ほっとはあと製品」とは＝ 

 これまで障害者の作られた製品を「授産製品」と呼んでいましたが、これに代わる言葉を全国から募集し、決定し

たのが「ほっとはあと製品」という呼称です。 

 

＝「ほっとはあと EXPO in Kyoto」とは＝ 

障害者福祉施設で作られている「ほっとはあと製品」や各種サービス提供の取り組みを発信し、販路拡大、受注

拡大を目指すイベントで、京都府社会福祉協議会と京都ほっとはあとセンターが中心になり、企画をすすめていま

す。京都では初めての取り組みで、平成22 年1 月22日（金）・23 日（土）に京都産業会館で開催します。京都府内

30 箇所の福祉施設からの出展を予定しています。 

 

■主催 京都府社会福祉協議会、京都ほっとはあとセンター 

 

■後援 京都府（申請中） 

 

■日時 平成 21 年 8 月 28 日（金） 10:30～16:45 

 

■会場 こどもみらい館 4 階 第 1 研修室 

     （京都市営地下鉄烏丸線 丸太町駅下車 東へ徒歩 3 分） 

 

■参加費 無料 

 

■申込方法 

 別紙様式に必要事項をご記入の上、平成 21 年 8 月 21 日（金）までに FAX にてお申込ください。 



 

■タイムスケジュール 

10:00      受付 

10:30～10:40 開会、オリエンテーション 

10:40～12:10 【講演】製品に競争力をつける！ ～集客マーケティングのいろは～ 

              講師：内藤 晃 氏 

障害者支援施設「就職するなら明朗塾」 CEO（総括施設長） 

全国社会就労センター協議会 事業振興委員会 筆頭副委員長 

12:10～13:00 昼食休憩 

13:00～14:30 【講演】製品に競争力をつける！ ～売り場マーケティングのいろは～ 

              講師：内藤 晃 氏 

障害者支援施設「就職するなら明朗塾」 CEO（総括施設長） 

全国社会就労センター協議会 事業振興委員会 筆頭副委員長 

14:30～14:50 【説明・質疑応答】 

ほっとはあと EXPO in Kyoto への出展方法について 

                  京都府社会福祉協議会 事務局 

14:50～15:00 休憩 

15:00～16:45 【公開プレゼンテーション及び審査員の講評】 

5 施設から製品のプレゼンテーションを行い、審査員より、製品の品質、パッケー

ジ、ネーミングなどについて評価や商品開発や販売方法に関する助言をしてい

ただくことで、お客様に買っていただける製品づくり、販売方法のヒントを得ます。 

         ≪プレゼンテーション参加施設≫ 

ワークショップ友愛印刷 

みやこ西院作業所 

京都ふれあい工房 

乙訓若竹苑 

志津川福祉の園 

メモ帳・一筆箋（多彩な絵柄の型ヌキと一枚づつの絵付けが特徴） 

ゆずみそ・山椒味噌（国産米・豆を使用した味噌） 

マグペット（PET ﾎﾞﾄﾙを再利用したｷｬﾗｸﾀｰﾏｸﾞﾈｯﾄ） 

ヒノキのおもちゃ（厚さ 2cm.のヒノキの板から作る動物・乗り物など） 

メモリアルペット（動物用の骨壷＜陶器＞） 

         ≪審査員≫ 

           内藤 晃 氏（就職するなら明朗塾 CEO（総括施設長） 

（全国社会就労センター協議会 事業振興委員会 筆頭副委員長） 

           石川憲昭 氏（アイマーケ 株式会社 代表取締役） 

           佐藤弘樹 氏（α-STATION パーソナリティ） 

                   （京都外国語大学非常勤講師） 

                   （京都造形芸術大学非常勤講師） 

           加藤太一 氏（京都中小企業家同友会 障害者問題委員会 委員長） 

                   （就労継続支援事業所 ワークハウスせいらん 施設長）） 

 



 

＝講師・審査員のご紹介＝ 

内藤 晃 氏〔障害者支援施設「就職するなら明朗塾」 CEO（総括施設長）〕 

        〔全国社会就労センター協議会事業振興委員会 筆頭副委員長〕 

公立高校教員、行政書士を経て、1999 年明朗塾開設とともに施設長就任。セルプ士。全国

社会就労センター協議会事業振興委員会筆頭副委員長。「集客マーケティング手法にもと

づく小売業(授産事業)経営・福祉事業経営の強化ポイント」「能動的意識を引き出し目標を

叶える人財教育」をテーマとした講演を福祉施設から民間企業、大学、高校まで年間 40 回

以上、2000 人以上に提供し続けている。 

 

著書 『施設長の資格!―福祉経営に役立つ 30 項』（中央法規出版） 

 

石川憲昭 氏〔アイマーケ株式会社 代表取締役〕 

オムロン（株）において、産業機器の事業企画・商品企画部門に所属しグッドデザイン受賞

商品など数十機種の新製品を創出。その後、アメリカ駐在にて北米の半導体・電機業界を

担当。退社後大学院にて企業経営及びマーケティング・製品開発を専攻（MBA 取得）。 

現在、経済産業省産業クラスター計画クラスターマネージャー、NPO 近畿エネルギー環境

高度化推進ネットワーク専務理事、（独）中小企業基盤整備機構チーフアドバイザー併任。 

 

著書 『速解!“売れる商品を創る”開発マーケティング 50 のステップ』（日刊工業新聞社） 

 

佐藤弘樹 氏〔α-STATION パーソナリティ〕 

         〔京都外国語大学非常勤講師〕 

         〔京都造形芸術大学非常勤講師〕 

札幌生まれ。大学卒業後、在ケニア日本大使館に派遣員として勤務。帰国後、予備校など

で英語講師を務め、京都外国語大学講師。また、1991 年 7 月の開局の頃からαstation の

パーソナリティとして活躍、現在に至る。 

 

著書 『英語＋α―ヨコ文字信仰タテ社会』（光村推古書院） 

 

加藤太一 氏〔京都中小企業家同友会 障害者問題委員会 委員長〕 

        〔就労継続支援事業所 ワークハウスせいらん 施設長〕 

和装関連小物製造業の四代目として京都に生まれる。 

三代目である父親の急逝によって、20 代から社長として経営に携わる。その中で障害者を

雇用した事をきっかけに、現在の施設の立ち上げから関与して、現在に至る。 

 



 

『ほっとはあと EXPO in Kyoto』プレ企画 

選ばれる製品を作る!! 

～製品づくりから販売戦略（マーケティング）まで～ 

≪参加申込書≫ 

 

施 設 名  

T E L  

F A X  

ご 担 当 者  

№ 氏名 役職 

1   

2   

3   

 

平成 21 年 8 月 21 日（金）までに FAX にてお申込ください。 

申し込み先 FAX：075-252-6312 
 

京都府社会福祉協議会 きょうと福祉パートナー事業推進チーム 担当：菊本 


